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基礎編

CO2中の不純物(H2, O2, N2, CH4, CO)の分析を目的としたシステムです。
GC-2014ATFを用い、H2、O2、N2をTCDで、CH4、COをFIDで検出します。プレカットシステムによりサンプルの主成分であるCO2をカット、
分析系外へ排出し、分析時間の短縮およびCO2によるカラムの劣化防止を実現しています。

～どんな分析ができるのか～

■ CO 2中の不純物分析システム

＜装置構成＞
・GC-2014ATF（特型）
・PC GCsolution
・MTN-1（メタナイザー）

＜バルブシステム＞
・10-6システム
（サンプリング、プレカット、カラム切替）

TCD

FID

TCD側

PCGC-2014ATF

MTN-1

FID側TCD

FID

TCD

FID

(H 2,O 2,N 2)

(CH 4,CO)

CO2はカットされて
出てこない

H2

測定成分
H2

O2

N2

CH4

CO

濃度範囲　    
10ppm ～ 2%　　　　  

50 ～ 500ppm
50 ～ 500ppm

1 ～ 10ppm
1 ～ 10ppm

CO2

①サンプリング

②プレカラムで主成分と測定成分を分離

③検出器の切替えと主成分の排出

ガスクロマトグラフ
Gas Chromatograph
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石油化学、ガス製造プラントなどの品質・工程管理や、環境ガス分析および反応ガス研究などの分野
向けに、サンプル導入部、バルブなどを追加し、運用環境に合わせてカスタマイズしたGCシステムの
ことを指します。
一 般 的 に は カスタ ム G C 、自 動 G C などと呼 ば れ ま す が 、島 津 製 作 所 で は 3 0 年 以 上 前 から
”システムGC”と名づけ、数多くのお客様に納入させていただいています。汎用のGCでは難しい分析
にも、長年の実績により積み上げてきた技術を集約し、サンプルラインの自動切換、連続測定、高感度
測定等、お客様のご要望に沿ったGCシステムを提案いたします。

システム化する大きな利点は、簡単な操作で特定成分の分析が可能となること、長期間にわたり常に安定した性能
で高精度、高感度、高分離に分析できることです。GCにバルブや電磁弁を組み合わせ、データ処理部のプログラム
シーケンスによりサンプリングからデータ出力まで自動化することができます。その結果、人手を介さない連続分析
が可能となり、安定した性能を発揮することができます。またバルブシステムの組み合わせにより、妨害となる高濃
度な主成分からカラムや検出器を保護し、微量分析でも安定した再現性を得ることができます。 

1 堅牢性・安定性

システムＧＣでは、決められた成分のみを分析対象とするため、通常は分離困難な成分でも、バルブシステムや最
適なカラム構成を組み合わせて分離よく分析することが可能となります。
同時に、一般的な手法では長い分析時間、または安定化時間が必要になるような分析対象においても、複数のカラ
ム、バルブシステムを用いてより短いサイクルでの分析を実現します。

2 高分離・時間短縮

微量な成分を分析するには計量管サイズを大きくし、GCへ導入するサンプル量を増やす必要があります。このとき、
汎用GCでは分離が悪くなり、妨害成分にピークが隠れてしまいますが、システム化することで検出することが可能と
なります。 
また、FPD、SCD、ECDなど選択性のある検出器を使用すること、およびPDD、BIDなどの高感度な検出器を使用するこ
とで、極微量な成分でも検出することが可能になります。

3 高感度分析

石油化学
●C1～C5 炭化水素類分析

●原料ガスの不純物分析

●蒸留ガスクロ（SIMDIS）

●PONA分析

燃料ガス
●LNG（液化天然ガス）

●LPG（液化石油ガス）

●SNG、Coal  gas

高純度ガス
●不純物分析（H 2,O 2,Ar,N 2,CH 4,CO 2,Ne,Xe,N 2O,NH 3）

●半導体ガス、希ガス

●酸素中の炭化水素分析

環境モニタリング
●温室効果ガス（CO 2,N 2O,CH 4）分析 

●有機溶剤

●自動車排ガス

研究開発
●触媒評価

●反応器評価

●新素材開発

その他の分野
●EOG（エチレンオキサイド）

●都市ガス発熱量測定

System GC

プラント石油化学

高純度ガス

排ガス

食品関連

環境関連 触媒化学

建築

希ガス

燃料ガス

  システムGCとは
ガス分析の自動化のために

  利用されている分野
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石油化学、ガス製造プラントなどの品質・工程管理や、環境ガス分析および反応ガス研究などの分野
向けに、サンプル導入部、バルブなどを追加し、運用環境に合わせてカスタマイズしたGCシステムの
ことを指します。
一 般 的 に は カスタ ム G C 、自 動 G C などと呼 ば れ ま す が 、島 津 製 作 所 で は 3 0 年 以 上 前 から
”システムGC”と名づけ、数多くのお客様に納入させていただいています。汎用のGCでは難しい分析
にも、長年の実績により積み上げてきた技術を集約し、サンプルラインの自動切換、連続測定、高感度
測定等、お客様のご要望に沿ったGCシステムを提案いたします。

システム化する大きな利点は、簡単な操作で特定成分の分析が可能となること、長期間にわたり常に安定した性能
で高精度、高感度、高分離に分析できることです。GCにバルブや電磁弁を組み合わせ、データ処理部のプログラム
シーケンスによりサンプリングからデータ出力まで自動化することができます。その結果、人手を介さない連続分析
が可能となり、安定した性能を発揮することができます。またバルブシステムの組み合わせにより、妨害となる高濃
度な主成分からカラムや検出器を保護し、微量分析でも安定した再現性を得ることができます。 

1 堅牢性・安定性

システムＧＣでは、決められた成分のみを分析対象とするため、通常は分離困難な成分でも、バルブシステムや最
適なカラム構成を組み合わせて分離よく分析することが可能となります。
同時に、一般的な手法では長い分析時間、または安定化時間が必要になるような分析対象においても、複数のカラ
ム、バルブシステムを用いてより短いサイクルでの分析を実現します。

2 高分離・時間短縮

微量な成分を分析するには計量管サイズを大きくし、GCへ導入するサンプル量を増やす必要があります。このとき、
汎用GCでは分離が悪くなり、妨害成分にピークが隠れてしまいますが、システム化することで検出することが可能と
なります。 
また、FPD、SCD、ECDなど選択性のある検出器を使用すること、およびPDD、BIDなどの高感度な検出器を使用するこ
とで、極微量な成分でも検出することが可能になります。

3 高感度分析

石油化学
●C1～C5 炭化水素類分析

●原料ガスの不純物分析

●蒸留ガスクロ（SIMDIS）

●PONA分析

燃料ガス
●LNG（液化天然ガス）

●LPG（液化石油ガス）

●SNG、Coal  gas

高純度ガス
●不純物分析（H 2,O 2,Ar,N 2,CH 4,CO 2,Ne,Xe,N 2O,NH 3）

●半導体ガス、希ガス

●酸素中の炭化水素分析

環境モニタリング
●温室効果ガス（CO 2,N 2O,CH 4）分析 

●有機溶剤

●自動車排ガス

研究開発
●触媒評価

●反応器評価

●新素材開発

その他の分野
●EOG（エチレンオキサイド）

●都市ガス発熱量測定

System GC

プラント石油化学

高純度ガス

排ガス

食品関連

環境関連 触媒化学

建築

希ガス

燃料ガス

  システムGCとは
ガス分析の自動化のために

  利用されている分野
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上位伝送 

一本のカラムでは分離できないサンプルでも、プレカットやカラム切替により複数カラムで分離・検出することが可能
です。また、プレカットやハートカットにより、目的成分とそれ以外を分離し、より正確な定性・定量が可能となります。

システムGCでは6方、8方、10方バルブを組み合わせて最適なシステムを構築し、分析の自動化・効率化を行います。

サンプリングの方法はお客様の要望に合わせて構成します。
自動／手動ガスサンプラー、サンプルラインセレクター、サンプルバッグ、ガスタイトシリンジによる導入など、分析
手法に合わせて選択することが可能です。
適切なサンプリング方法を構築することで、より安定した分析を実現します。

一定時間、計量管にサンプルを流し、大気圧平衡弁を閉じて平
衡をとります。大気圧平衡することで常に一定量のサンプルを
計量することができます。

サンプリングバルブを切替えることで、計量管内のサンプルを
カラムへ送ります。

分離の向上

通常、高沸点などの遅出成分を含むサンプルをカラムに導入すると、溶出するまで待つ必要がありますが、プレカッ
トやバックフラッシュにより目的成分の分離はそのままに、遅出成分を系外へ排出したり、まとめて早く溶出させたり
することが可能となります。

システムGCは、サンプル導入部、分析部（バルブシステム）、データ処理部から構成されています

分析時間短縮

微量成分の分析は、大量サンプリングやハートカット法、用途に合わせて成分選択性のある検出器や高感度検出器
を使用することで検出可能となります。

高感度分析

サンプル導入部

分析部

データ処理部

PC

GC

Sample IN

●サンプリングバルブ
●サンプルラインセレクター
●サンプルバッグ
●液体サンプラー
●シリンダー
●ガスタイトシリンジ

バルブシステム
●プレカット
●ハートカット
●カラム切替
●バックフラッシュ

●FID
●BID
●PDD

●TCD
●FPD
●SCD

●クロマトパック™

●PC（GCsolution™, LabSolutions™） 
●上位伝送（LANファイル転送、4-20mA出力等）
●特注対応（Excel®印刷、CSV出力、合否判定等）

カラム・検出器へ

計量管

大気圧平衡弁

カラム・検出器へ① ②

サンプルOUT

サンプルIN

キャリアガス キャリアガス

計量管

大気圧平衡弁

サンプリング 試料の一定量をサンプリングする

～自動化・安定した連続分析～

プレカット 早出の成分のみを分析し、遅出の成分は分析系外に排出する

ハートカット 主成分中の微量成分のみを検出器に導入する

カラム切替 一回の分析中に、成分に合わせカラムを切替える

バックフラッシュ 複数の遅出成分を、まとめて早く出す

計量管内に溜めた一定量のサンプルをカラムへ導入
■ガスサンプラー流路図

  効率的な分析を実現

  システムGC構成

  バルブシステムについて
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上位伝送 

一本のカラムでは分離できないサンプルでも、プレカットやカラム切替により複数カラムで分離・検出することが可能
です。また、プレカットやハートカットにより、目的成分とそれ以外を分離し、より正確な定性・定量が可能となります。

システムGCでは6方、8方、10方バルブを組み合わせて最適なシステムを構築し、分析の自動化・効率化を行います。

サンプリングの方法はお客様の要望に合わせて構成します。
自動／手動ガスサンプラー、サンプルラインセレクター、サンプルバッグ、ガスタイトシリンジによる導入など、分析
手法に合わせて選択することが可能です。
適切なサンプリング方法を構築することで、より安定した分析を実現します。

一定時間、計量管にサンプルを流し、大気圧平衡弁を閉じて平
衡をとります。大気圧平衡することで常に一定量のサンプルを
計量することができます。

サンプリングバルブを切替えることで、計量管内のサンプルを
カラムへ送ります。

分離の向上

通常、高沸点などの遅出成分を含むサンプルをカラムに導入すると、溶出するまで待つ必要がありますが、プレカッ
トやバックフラッシュにより目的成分の分離はそのままに、遅出成分を系外へ排出したり、まとめて早く溶出させたり
することが可能となります。

システムGCは、サンプル導入部、分析部（バルブシステム）、データ処理部から構成されています

分析時間短縮

微量成分の分析は、大量サンプリングやハートカット法、用途に合わせて成分選択性のある検出器や高感度検出器
を使用することで検出可能となります。

高感度分析

サンプル導入部

分析部

データ処理部

PC

GC

Sample IN

●サンプリングバルブ
●サンプルラインセレクター
●サンプルバッグ
●液体サンプラー
●シリンダー
●ガスタイトシリンジ

バルブシステム
●プレカット
●ハートカット
●カラム切替
●バックフラッシュ

●FID
●BID
●PDD

●TCD
●FPD
●SCD

●クロマトパック™

●PC（GCsolution™, LabSolutions™） 
●上位伝送（LANファイル転送、4-20mA出力等）
●特注対応（Excel®印刷、CSV出力、合否判定等）

カラム・検出器へ

計量管

大気圧平衡弁

カラム・検出器へ① ②

サンプルOUT

サンプルIN

キャリアガス キャリアガス

計量管

大気圧平衡弁

サンプリング 試料の一定量をサンプリングする

～自動化・安定した連続分析～

プレカット 早出の成分のみを分析し、遅出の成分は分析系外に排出する

ハートカット 主成分中の微量成分のみを検出器に導入する

カラム切替 一回の分析中に、成分に合わせカラムを切替える

バックフラッシュ 複数の遅出成分を、まとめて早く出す

計量管内に溜めた一定量のサンプルをカラムへ導入
■ガスサンプラー流路図

  効率的な分析を実現

  システムGC構成

  バルブシステムについて
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メインカラム

プレカラム

検出器
検出器

キャリアガス

目的達成

遅出成分

プレカットシステムは、バルブを切替えることによって不要成分をカットし、分析時間を短縮するシステムです。プレ
カラムで目的成分とそれ以外とに分離し、目的成分のみをメインカラムでさらに分離します。メインカラムに不要な
成分が導入されないため、メインカラムの劣化防止になります。その結果、メインカラムの寿命が延び、メンテナン
スの頻度が減少するメリットがあります。

カラム切替システムは、全成分の分離が1本のカラムでは難しい場合に、成分特性に合わせてカラムを切替えること
で十分な分離を得る方法です。
本来であれば２回に分けて行う分析を一度に完了することができ、作業者の負担軽減にもなります。

バックフラッシュシステムは、目的以外の成分をまとめて早く出す方法です。サンプルをプレカラムで粗分離し、目的
成分をメインカラムに導入した後、バルブを切替えてプレカラムをバックフラッシュし、残りの成分（高沸点などの遅
出成分）をまとめて検出器へ送ります。遅出成分の追い出し時間が短縮でき、またメインカラムの汚染防止の効果も
あります。

ハートカットシステムは、通常、濃度差が大きくて測定が難しいサンプル（例えば主成分に隠れている微量成分）を分
離分析する場合に用います。メインカラム１で大まかな分離を行った後、微量成分が溶出するタイミングのみバル
ブを切替えてメインカラム２へ導入します。このとき、大半の主成分は系外へ排出されます。メインカラム２におけ
る主成分と微量成分の量に大きな差がなくなり、分離が可能となります。
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②
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目的成分のみを
更に別カラムで分離
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③
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Sample IN

O2

N2

CH4

CO

CO2

C180-0199Aシ
ス
テ
ム

G
C

測定成分

主成分CO2

メインカラム2

メインカラム3

メインカラム1

プレカラム

キャリアガス

キャリアガス

排出

基礎編

CO2中の不純物(H2, O2, N2, CH4, CO)の分析を目的としたシステムです。
GC-2014ATFを用い、H2、O2、N2をTCDで、CH4、COをFIDで検出します。プレカットシステムによりサンプルの主成分であるCO2をカット、
分析系外へ排出し、分析時間の短縮およびCO2によるカラムの劣化防止を実現しています。

～どんな分析ができるのか～

■ CO 2中の不純物分析システム

＜装置構成＞
・GC-2014ATF（特型）
・PC GCsolution
・MTN-1（メタナイザー）

＜バルブシステム＞
・10-6システム
（サンプリング、プレカット、カラム切替）

TCD

FID

TCD側

PCGC-2014ATF

MTN-1

FID側TCD

FID

TCD

FID

(H 2,O 2,N 2)

(CH 4,CO)

CO2はカットされて
出てこない

H2

測定成分
H2

O2

N2

CH4

CO

濃度範囲　    
10ppm ～ 2%　　　　  

50 ～ 500ppm
50 ～ 500ppm

1 ～ 10ppm
1 ～ 10ppm

CO2

①サンプリング

②プレカラムで主成分と測定成分を分離

③検出器の切替えと主成分の排出

ガスクロマトグラフ
Gas Chromatograph
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